「韓語覚書」の朝鮮語かな表記について－子音について－ by 金 文姫




Marking Consonants: “A Vocabulary List of the Korean 
Language （韓語覚書）” and the Japanese notations of 
the Korean language in the late seventeenth-century 
Tsushima Island
Author(s) 金　文姫 (Kim Moon-Hee)
Citation
大阪学院大学　外国語論集（OSAKA GAKUIN 








































































＊11 ソイコミラ ［제곰이라］ ＊61 サロカイ ［사게］
④終声「ㄹ（r）」＋「カ行音」
＊19 サルコブタ ［갑다］ ＊47 モルコ ［멀고］
［表１］　［韓］の語頭初声「ㄱ」に対するかな表記
「カ行音」＊36 コグドロイ ［공도로이］8 ＊54 カラチタン ［치단］
依存形式の場合
「カ行音」＊61 サロムル サロカイ ハノン コシラ［사을　사게　것이라］
「ガ行音」
＊40 ヲロミヤ クルン ゴスル ［옳며　그른　것을］
＊53 アム マリラト ニルノン ゴシラ ［아므　말이라도　니르　것이라］
























＊12/＊14 トギラ /トキラ ［이라 > 뜨지라 > 뜨기라］
















＊7 タグソ＊ ［당초］ ＊10 トヲツヘ＊ン ［두편］
＊34 チヨツカイ ［둏개］ ＊60 ト /ツ /ンノン［듣］
「タ＊行音」＊49 テ＊グネグ ［뎡녕］ ＊76 テ＊ンジヤグ ［뎐쟝］
［表５］　［韓］の終声「ㄱ」に対するかな表記















＊30 マツタチヤノン ［맛당찮］ ＊89 シクタン ［씩단］
＊75 ヲゾロブタ ［어즈럽다］ ＊51 コクテ＊グ ［걱뎡］
②母音＋「タ、ダ行音」
母音＋「タ行音」 母音＋「ダ行音」
＊18 レタイロ ［례대로］ ＊74 セダイロ ［셰로］
③終声「ㄹ（r）」＋「タ行音」
＊38 ドルタ ［널다］ ＊82 イルタン ［잃단］
④鼻音＋「ダ、タ行音」
鼻音＋「ダ行音」 鼻音＋「タ行音」
＊17 ウグダギ ［응당］ ＊2 ナシユグトロキラ［내죵도록이라］
＊24 ムンドク ［문득］ ＊15 テ＊ンタイロ ［젼대로］
＊71 ドグダム ［농담］ ＊71 シヤグトク ［샹동］






































＊19 サルコブタ ［갑다］ ＊62 トブタ ［돕다］
＊19 スルコブタ ［슬겁다］ ＊75 ヲゾロブタ ［어즈럽다］
「フ＊」＊25 クフ＊？コ ［급거］
「ム」 ＊28 ヲムノン ［업］
［表10］　［韓］の語中初声「ㅂ」に対するかな表記
「バ行音」
＊50 ホクボキ ［벅버기 /벅벅이］＊57 フ＊ンベル ［분별］
＊68 ビバグ ［비방］
「ハ＊行音」
＊29 マグハ＊ル ［망발］ ＊52 フ＊ンフ＊ ［분부］
＊67 ホイハ＊グ ［훼방］
有声音＋「ハ＊行音」（①）、非有声音＋「バ行音」（②）



















「タ行音」＊9 タムヨク ［탐욕］ ＊89 タグテ＊ク ［탕텩］
［表12］　［韓］の語頭・語中初声「ㅋ」に対するかな表記

































「サ行音」 ＊11 ソイコミラ ［제곰이라］「ザ行音」＊62 ゾソ ［조］
「サ＊行音」
＊24 ソ＊ルエン ［졸연］ ＊78 ソ＊イイネ ［죄인의］
＊66 ソ＊イイツカイ［죄잇게］ ＊78 ソ＊イメグル ［죄명을］
「タ行音」
＊2 チヨグシ ［죵시］ ＊34 チユツヘ＊ン ［쥬편］
＊63 ツノン ［주］ ＊66 ツザク ［조작］
「タ＊行音」
＊15 テ＊ンタイロ ［젼대로］ ＊39 テ＊クタ ［젹다］
＊28 テ＊グシン ［졍신］
［表17］　［韓］の語頭初声「ㅈ」に対するかな表記の分布

















「サ＊行音」＊7 ソ＊イミラ ［처음이라］ ＊23 サ＊クソ＊ヲル［창졸］
［表19］　［韓］の語中初声「ㅈ」に対するかな表記
「サ行音」 ＊2 ナシユグ ［내죵］
「ザ行音」 ＊41 コクジヤク ［공졍］ ＊75 ヲゾロブタ ［어즈럽다］
「サ＊行音」＊23 サ＊クソ＊ヲル［창졸］ ＊63 フ＊ソ＊ ［부조］
「タ行音」
＊13 ウイチ ［의지］ ＊61 ヲトツン ［얻어준］
＊73 コヲツク ［거즛］ ＊78 タチム ［다짐］
「ダ行音」 ＊8 チムヅヽラ ［짐즛이라］











「サ行音」＊1 サムギン ［생긴］ ＊39 セシユ ［셰슈］
［表23］　［韓］の語中初声「ㅅ」に対するかな表記





＊32 ヘナンチ［편안치］ ＊40 カイツチヤ ［치아］
＊56 カラチタ［치다］＊60 ナンナチ ［낫나치］
ㅊ＋「・（ɐ）」＊87 モツチヤラ［라］ ㅊ＋「ㅛ（yo）」＊63 フ＊チヨク［부쵹］
「サ行音」のかな
















「ツ」 ＊34 チヨツカイ ［둏개］
［表26］　［韓］の語中初声「ㅎ」に対するかな表記
「ハ行音」＊6 イフ ［이후］ ＊66 モハム ［모함］
［表25］　［韓］の語頭初声「ㅎ」に対するかな表記
「ハ行音」
＊18 ハノン ［］ ＊56 フンシユ ［훈슈］



















「ナ行音」＊1 セグフ＊ミニラ［셩품이니라］＊49 テ＊グネグ ［뎡녕］
［表28］　［韓］の語頭初声「ㄴ」に対するかな表記
「ナ行音」＊2 ナシユグ ［내죵］ ＊53 ニルノン ［니르］
「ダ行音」＊47 ドルニカ ［널으니까］ ＊38 ドルタ ［널다］



















「ン」 ＊19 エクミン ［영민］ ＊44 フ＊ンメグ ［분명］
「ル」 ＊16 テ＊ルレ ［젼례］
「ム」 ＊84 ハムタイ ［　］
［表31］　［韓］の語頭初声「ㅁ」に対するかな表記





















「マ行音」＊19 エクミン ［영민］ ＊53 アム ［아므］
［表33］　［韓］の終声「ㅁ」に対するかな表記

















「ラ行音」＊16 レソ ［례］ ＊18 レタイロ ［례대로］
「ナ行音」＊30 ネグニ ［령리］
［表34］　［韓］の終声「ㅇ」に対するかな表記
「グ」 ＊1 テンセグ ［텬셩］ ＊52 チヨグ ［뎡］
「ク」 ＊41 コクジヤク ［공졍］ ＊20 エクマ ［영매］
「ム」 ＊1 サムギン ［생긴］

















「ラ行音」＊16 テ＊ルレ ［젼례］ ＊52 アライ ［아래］
「ナ行音」＊30 ネグニ ［령리］ ＊75 シムナン ［심란］
［表37］　［韓］の終声「ㄹ」に対するかな表記
「ラ行音」＊19 スルコブタ ［슬겁다］ ＊66 サラムル ［사을］
［表38］　［韓］の「ᅀ」に対するかな表記
































































































金周弼（2016）岸田文隆訳「近代韓国語의‘t＞ ʧ　變化를 通해 본 音韻變化 




















　 “A Vocabulary List of the Korean Language”, made in Tsushima, Japan in 
around 1696, is a list of Korean vocabulary including the Japanese orthography 
of the Korean words on the list.　It exists as a two-and-a-half- page appendix to 
the tentatively titled “Codes for Receiving Joseon Envoys and Interpreters on the 
Tsushima Island （使并譯官聘問之次第）” at the Historical and Folk Archives of 
Tsushima （対馬歴史民俗資料館）.　On the vocabulary list, Japanese and Korean 
annotations for each Korean word follow under the sample Korean words and 
sentences.　Also, in the descriptions and annotations in Korean, sometimes 
Katakana is used.
　 The notable characteristics of the consonants in “A Vocabulary List of the 
Korean Language” are the hypercorrection of the “d” palatalization, the 
“d-sound” and the “g-sound” which had no nasal sounds, and the “ᅀ（z）-sound” 
which is generally believed to have been lost from the 15th to the late 16th 
century and is seen in the “A Vocabulary List of Korean Language”, the material 
of the late 17th century.
　 By speciﬁcally examining the consonants in the Japanese orthography of 
the Korean language in “A Vocabulary List of Korean Language”, this paper can 
shed new light on the historical phonetic and phonological studies of the Korean 
language.
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